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あんふぁん・ぎゅって おうち時間特集について

企画趣旨

2021年あんふぁん6月号(5/14配布） ・ぎゅって6月号（5/11配布）では、「おうち時間特集」を予定しています。

マイホーム所有率も高いあんふぁん・ぎゅって世代。おうち時間が増えたことで“もっとおしゃれな空間にしたい”“使い勝手をよくしたい”など
、住空間を見直す人が増えているようです。洗面所や子どものスペース、収納など、おうちのハード部分をプチ・リノベして、もっと快適なわ
が家に。リノベーションのプロが実例を元にアドバイスします。おうち時間への関心がたかまるこの特集にて、ぜひ広告出稿のご検討をお願い
いたします。

【あんふぁん】

⚫掲載号 2021年6月号（2021年5月14日発行）

⚫掲載エリア 首都圏４版（東京版・神奈川版・千葉版・埼玉版）312,564部

⚫ 関西版 126,206部 東海版 69,106部 全国8版 586,309部（上記6版+北海道版・九州版）

⚫編集記事 1ページ

⚫広告スペース ディスプレイ広告 もしくは ペイドパブリシティ

⚫申込締切 2021年3月16日（火）

【ぎゅって】

特集扉ページ
イメージ

（左面１ページ）

広告ページ
ページ数はお申し込み社数によって

異なります

プチ・リノベで子育て・家事が
もっと楽しくなるわが家に！

※特集内容・展開は変更になることがあります。

※1社1ページ2社以上、もしくは１社2ページ以上のご出稿で成立とさせていただきます。

⚫掲載号 2021年2月号（2020年5月11日発行）

⚫掲載エリア 首都圏版208,780部 関西版82,890部 東海版60,873部

⚫編集記事 1ページ

⚫広告スペース ディスプレイ広告 または ペイドパブリシティ

⚫申込締切 2021年3月16日（火）
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掲載料金

●【あんふぁん】 広告料金（税別、ディスプレイ広告制作費別）

●【ぎゅって】 広告料金（税別、ディスプレイ広告制作費別）

エリア
ペイドパブリシティ ディスプレイ広告

１ページ １ページ

首都圏版 ￥1,400,000 ￥1,200,000 

首都圏版+関西版 ￥1,700,000 ¥1,450,000

全国3版セット ￥2,100,000 ￥1,800,000

エリア
ペイドパブリシティ ディスプレイ広告

1ページ 1ページ

首都圏４版セット ￥2,000,000 ￥1,600,000

首都圏+関西版5版セット ￥2,500,000 ￥2,000,000

首都圏・関西・東海6版セット ￥2,900,000 ￥2,400,000

全国８版セット ￥3,620,000 ￥3,000,000
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事例

Page.4

住友林業ホームテック｜あんふぁん5月号千葉版｜ペイドパブリシティ 1ページ 富士住建｜あんふぁん７月号首都圏版｜ペイドパブ広告1ページ
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参考データ

コロナ禍のなかでの興味関心 調査期間 2020年９月3日～2020年10月4日
調査対象 こどもりびんぐメール会員
調査方法 ＷＥＢアンケート調査
集計数 1,795人

・幼稚園児のいる親 1,214人
・保育園児のいる親 581人

※園児とママのデータ集 2020年度は速報値

家庭の基盤に関する興味は堅調

外出に関する興味は下落

家庭での過ごし方に関しては上昇

メディアに関してはほぼ横ばい

マンガ・アニメは上昇

キャリアは変更ではなく蓄積


